Vocabulary of Meiroku-zasshi : with reference to two-letter compounds of Chinese morphemes (1) by 高野 繁男 & Takano Shigeo
『明六雑誌』の語彙構造
一2字 漢語 を中心 に(そ の1)一



























を資料に,明 治初期の語彙 を検証 しょうというも









造 りも日本語本来の和語ではな く,漢 語であると
ころに特色がある。
なお,本 稿は2回 に分けて掲載す る。今回は,
資料のうち,こ の期に 日本語 に新たに加えられた
2字漢語で,現在 も使われている語 を取 り上げ た。




のであった。 日本での造語には,英 語をは じめ と





























福沢諭吉,加 藤弘之 ら,西 洋の近代思想,知 識を
いち早 く学んだ当時の第一級の知識人たちが参加
した。機関誌 『明六雑誌』は,翌 年の1874(明
治7年)3月 に第1号 が創刊 され,欧米の自由思想
による新時代の方向を指示 し,民意の高揚をめざ
す啓蒙活動を展開 した。掲載された論文は,文 明
開化論,国 語問題,婦 人問題,政治,経 済,法 律,








の理解 には,述 べてきたように,ま ず新 しいこと
ばの獲得,創造が条件であった。『明六雑誌』の主
張は,そ れ までの日本人が持ち合わせていなかっ
た ものであった。そ うした内容 を伝 えるための,















『明六雑 誌』の語彙 は 《表1》 のよ うにな ってい
る。 自立語 の総 数は,延 べ語 数7万3,999語,異
な り語数1万3,504語 で ある。
語種別 に見 てみ よ う
a)漢 語
こ こで い う漢語 は,中 国 語 か ら借用 の も の と,
日本で造 った和 製漢語 を含む,い わ ゆ る 〈字音 語〉
の ことであ る。 漢語 の全体 に占め る割 合は,延 べ
語 数 で39,385語53.1%(73,999語中)に 達 す
る。 これが異 な り語数 にな ると,さ らに 占有 率が
高 くな り10,115語74.9%(13,504語)を占め,
和語 を大 き く上回 る。 この よ うに漢語 の率 の高 い
のは 『明六雑誌 』 に収め る文章 の大部 分が評 論文
で ある こと,文 体が 漢文訓読体 で ある ことな どが
指摘で き よ う。 さ らに,こ の ことと相 まって欧米
の思想 に触れ,未 来 の 日本 の進 むべ き方 向を指示
す る主 張 には,旧 来 の和語 よ り,後 に述べ る新 し
く中国 洋学(中 国 では西 学)か ら入 った 新漢 語,
そ して 自分 た ちの手 によ る新造 の漢語 で熱 っぽ く




だ が,こ れ が 異 な り語数 にな る と16.6%(2,242
語)と 漢語 の4分1以 下にな る。以前,国 立 国語
r明六雑誌』語彙一覧 《表1》






































研究所が行 った調査 『現代雑誌九十種の用字 ・用
字』(註2)の異な り語の割合は,漢 語47.5%,和語
36.7%である(評 論 文 では,漢 語51,8%,和語
39.9%で,漢語の割合がさらに高 くなる)。『明六










まり多 くない。現在は6%程 度で,漢 語と洋語 の
組み合わせが多いが 『明六雑誌』では,和 語 と漢
語の複合語が多い。
d)そ の他


















ラ)が 合わ さると 「村人」 とな り新たな語が生ま
れ る、 この 「人」ないし 「村」は,今 日では新た
に造 られることはまずない。 また,こ れ らの単立
語 の誕生は確定できないのが普通である。漢語に
おいては1字 が原則として意味をなす最小の単位








3字以上の漢語 も2字 語 と同様 に注 目され る
が,これ らの語は,2字語 をベースに造語 されると
いう意味で二次的であるといえる。たとえば,3字
語は 「弱/電 気」「社会/性 」というよ うに2字 語
を語基に,1字語基が前接,あるいは後接する構造
になって いる。
また,4字語は 「電気/工 学」 「社会/科 学」の
ように2字 語を語基に構成され る複合語で ある。




洋の思想,学 問,制 度などをきわめて性急 に短 日
時に移入 しようとしたが,幕 末,明 治初期 の啓蒙
期の特色であった。ただ,それには,それ まであっ
た既存語だけでは対応できず,西 洋文化 を理解す





























ある。 これ らの2字 漢語は,い うまで もな く英学
の移入に主役的な役割を果たしたが,近 代の語彙
の更新 という意味では,その実質は 〈新語〉にある。






も盛んに行われた。 この 〈新語〉の中には,辞 書
に登録 されることもな く消えていった一過性の語
も多数含まれている。
《表3》 が 示す よ うに 〈新語〉(註3)が35.8%と




前の 日中語に用例 のない語)は,幕 末から 『明
六雑誌』を含む明治8年 までに日本で造 られた




学の訓訳 を含め幕末以降 に新たに中国語 から
入った語である。
C)〈『日本国語大辞典』 に登録 されて いない語〉
は,国 語辞典 に登録 され ること もな く消えて
いった,本 資料の 『明六雑誌』にだけに登場し
た語 ということになろう。










[A-a]〈学術 ・法律 ・政治〉に関す る語彙




英学頗ル 日本二行ハル トサ トウ氏頭捧テ否米学ナ
リト言ヘ リト」(津田真道 「西洋 ノ開化西行スル説」
18号)
日本人が[英 学]と いうのは,実 は 「米学」だ
2字 漢語(異 な り語)の 新語 ・既存語の内訳 《表3》
分 類 項 目 現 存 語(%)廃 語(%) 合 計(%)































は ここでは イギ リスとフランスの意味で使われて
いる。 中国でも[英 学]は,近 代の用法だが,日
本語での使用は中国語からの借用 と考え られる。
◆科学
「然ルニ如此 ク学 ト術 トロ其趣旨ヲ異ニス ト錐
ドモ然 ドモ所謂科学二至テハ両相混シテ判然区別
ス可 ラサル者アリ」(西周 「知説」22号〉
[科学]は,英 語 くscience>の訳語として知 ら





「欧州哲学上(ブ イロソフィー)道 徳(モ ラー
ル)ノ 論ハ古昔ヨリ種々ノ変化ヲ歴テ今 日二至 リ
終始同一撤二帰スルコト莫シ(西周 「人世三宝説」
38号)
[哲学ユの初 出は,同 じ く西周 の 『百一新論』
(1874・明治7)と され 『明六雑誌』 と同じ時期
である。なお,儒 学 の用語 に 「希哲学」があ り,
これを中国洋学が 〈philosophy>の訳語として転
用したものが 日本語に入 り,さらにこれを変形(省



















[珪素][砒素]と もに,今 のところ 『大漢和辞
典』『日本語語大辞典』は用例を示していない。 こ
の表 には 「酸素」窒素」 「炭素」 「水素」なども含
まれているが,こ れらの語は,江 戸の蘭学で,オ
ランダ語の訳語 として造 られた。本稿では,こ う
した蘭学の語彙は 〈既存語〉に分類 した。
◆電磁
「今夫西洋電磁 ノ諸術若 クハ銀張写影 ノ技 ノ如
キ若之ヲ秘密二付セハ人々ノ驚愕ハタ如何ナルヘ
キ而 しテ之 力理 ヲ明 カシ ・…J(西 周 「秘 密説」
19号)
タイトルの 「秘密」は,西 洋か ら入る科学技術
の原理をさす。それを明かす こと,ま ず ことばか
















外債 資金 原価 財務/宗教 旧教
教祖 教派 信教 申告 隷従 迷信
夫権 女権 権限 制裁 社交 社則
社用 役員 客員 敬語 入籍 公衆
























「・… 講究 ノ際二演繹 ノ法(デダクシウン)ト帰
納ノ法(イ ンダクシウン)ト ヲ用フルニ意 ヲ致ス
ヘキコトナ リ此二法術ハ警ヘハ富家 ノ子 ノ資本金
ヲ費ヤスト貧人 ノ子 ノ資本金ヲ蓄フル トノ差ノ如
ク演繹法ハ讐ヘハ百万両 ノ資金アリト定メ之ヲ分
配区別シ・…(西 周 「知説四」22号)
この用例よ り古いものが見あた らない。 「資本
金」 も見える。また,中 国語の用例 もないので和
製漢語であろう。
◆原価





代にもオランダ交易で経験 しているが,こ の 「交
易」という語は,用 例文のタイトルが 「貿易」に





件 ノミヲ掲 クヘシ」(神田孝 平 「財政変革 ノ説」
17号)
中国語に用例な く,日本語でこの例が早い。タ
イトル中の 「財政」は,津 田真道訳 『泰西国法論』
(1865/慶応元年)に 見えるという。(註5)
◆宗教
「津田君ハ宇内最良 ノー宗ヲ抜 ヒ移 シテ之ヲ我
邦 ノ公教 ト為スヲ策 トシ西君ハ教政各別 ノ理二拠
リ宗教政府両断シ永 ク宗教 自由ノ権理ヲ以テ良護
トス余亦以為セクー ・」(森有礼 「教宗」6号)

















「是則チ人間遮光(ソ シアル)ノ 生(ラ イフ)ニ
シテ哲理(ノ イロメフィカル)ノ 眼目ヨリ観 レハ
政府未タ立タサル ノ前二既二人間社交 ノ生相 ヒ生










「然レドモ是等 ノミナラスアルヲゴザル ト云 ヒ
座ス申スナ ト其外種々ノ敬語ナ ド捨ルニモ捨 ラレ
ス取ルニモ取 ラレス… ・」(西周 「洋字ヲ以テ国語
ヲ書スルノ論」1号)




「リベラール党ハ務 メテ国権 ヲ減縮 シ務メテ民
権 ヲ拡張セン ト欲ス故二教育 ノコト伝信 ノコト郵
送 ノコト其他総テ公衆二係 レルコトヲモ悉皆民人
二委託シテ決シテ政府ヲシテ是等 ノコトニ関セシ
メサルヲ良善 トナス」(加藤弘之 「福沢先生 ノ論二
44
答 フ」2号)
[公衆]の早 い例 で ある。 和製漢 語で あ ろ う。 ま
た,引 用 の例文 中 には[伝 信]→ 「電信」,[郵送]
→ 「郵便 」,[民人]→ 「人民」 が あ り,と もに 当
時 は → の後 の語 と共用 され てお り,近代語 の過渡
期 の様相 を見 せて いる といえよ う。
◆ 広告
「然 レ ドモ律法 猶 旧悪減 免 ノ例 ア リ然ル ヲ新 聞
紙ニ シテ他 人 ノ旧悪 ヲ記載 シテ天下 二広告 ス抑何
ンゾ」(津 田真道 「新聞紙 論」20号)
早 い例で ある。W.Lobscheid『英華 字典』(前
出),『英 和字彙』(前出)と もに 〈advertisement>
の訳 には 「告知 ・報知」 しか見 えな い。 この ころ
の和 製漢語 で あ ろう。
[A-c]〈精神 ・身体〉の籍彙
回想 確信 決行 所信 恋愛 惰気 痴呆
熱心/筋 肉 保健 など
◆回想
「而シテ我国今 ヲ距ル事僅二十数年前 ノ事 ヲ回
想スレバ各港ヲ開ラキ外国交易ヲ為スコトヲ我国
未曾有 ノ大患害ナ リト思ヒタル人 ノミニテ・… 」
(津田真道 「内地旅行論」24号)
[回想]の早い例である。今のところこれよ り古



































に[筋 肉]を 当て,他 に 「筋 肉病」 〈cinetica>,
「筋肉論」(myolin>,「筋肉素」 〈myology>を挙
げている。一・方,W.Lobscheid『英華字典』(前






ここでは 「健康を保つ」意で用 いられ ている。
早い用例である。
[A-d]その他の隔彙
偉大 演技 温度 魅力 各位 確保 確立
汽船 極北 積極 結宋 好機 校訂 好例
所出 諸費 拙策 設定 切迫 体験 単一
着目 調整 著者 定立 適任 入費 反映




スルノ幾那塩無カルヘカラス其 ノ政府二仕 フル ノ
学者無カルヘカラス既二人民ヲ刺衝 ト謂フ乃チ刺
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緩ヲ適宜スル ノ温度無カルヘカラス(西 周 「非学
者職分論」
「・… 水 ノ温度 ヲ保有シテ散シテ蒸気 トナ リ凝






一方,中 国語での[温 度]は 確認できない。佐藤












この頃できた和製漢語か。他 に,こ れよ り早い
用例が見つからない。
◆確保
「私有者 ヲシテ職業 ヲナサシメ以テ其産 ヲ確保
スルヲ得無」(杉亨二 「人間公共ノ説」18号)
◆確立
「故二其弊ヲ去 リ其利 ヲ興シ其 目的 ヲ確立スベ
キ而巳目的確立 ノ実厳粛ナレバ学校 ノ教へ益盛ナ
リヤスク開明 ノ政益行 レヤスク・… 」(阪谷素 「民
撰議院ヲ立ルニハ先政体ヲ定ムベキノ疑問」13号)
[確保][確立]と もに漢籍にな く日本語の例も
これよ り古 い用例を見 つけることがで きなかっ




「然ルニ欧羅 巴二於テハ諾威及 ヒ拉巴蘭 ノ高山
北風 ヲ遮ルニ 因 リ極北 ノ国 ト錐 も其寒気酷烈ナ








の 『明六雑誌』を引用 している。 この 「極」を前
接,ま たは後接した新 しい語が近代になって 目立
つようである。
◆体験
「是之ヲ 日常体験 ノ際二徴 シテ人々能 自ラ知る
者ナリ」(西周 「愛敵論」16号)
漢籍の用例がない。また,日本語についても新し







「故二我帝国一般 ノ人民モ漸 ク洋風 ヲ欽慕シ洋
帽 ヲ冠シ洋服 ヲ服シ洋風 ノ家室ヲ作 り… ・」(津田
真道 「貿易権衝論」26号)
「洋学」「洋書」といった学問の分野だけでなく,
「洋品」も 「衣服家什 ヨリ飲食 ノ具二至ルマデ欠ク
ベカラザル需要ノ品物」となり,[洋服]は もとよ
り 「洋帽」をかぶ り 「洋風ノ家室ヲ作 リ… ・椅子
卓机等諸般 ノ什具其酒菓飲食ノ物二至ルマデ殆ン
ド家々輸入ノ品物ヲ用ピザルナキニ至レ リ」とい
う。また,西 周は,そ の創刊号の巻頭で,た びた
び引用す るように「洋字を以て国語 を書するの論」







本語 も前期の中国か らの借用に頼るのではな く,
自らの手で造語す ることが中心になる時期に入 っ
ていた。西洋,つ まり 「洋」を冠す語は,こ の他
にも「洋字」「洋上」「洋人」「洋法」などが見える。
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以上,大 まかであるが,近 代以前に 日本語にも
中国語にも用例の見 えない,いわゆる 「和製漢語」
と考え られ る現存語 について,と くに引用は 『明
六雑誌』が早い例 と考えられる語を中心に見てき
た。























お り,本稿ではそれ らの語も 〈新語〉 として扱 っ
た。《表3》 に,B)項 として示 した語がそれ で
1,352語ある。 〈新語〉 として扱 った語の44.5%
を占めている。このうち,957語(71%)が現在
も使われてお り,この中か ら 『明六雑誌』が早い
用例 と思われ る語を中心に検討する。
[B-a]〈学術 ・政治 ・法律〉に関する語彙
緯度 化学 学説 学科 洋学 洋書 演繹
帰納 学説 学科 客観 推論 空気 時間
蒸気 電気 摩擦 地質/外交 議案 議員
議院 議会 議事 議長 行政 民政 軍備





酒税 審問 税法 罷免
◆緯度




見える。ただ し,こ の語,中 国の古籍 に 「大きな
度量」 の意味で使われてお り,これを英語の翻訳





「方今 ノ急務ハ国学漢学洋学 ノ差別ナ ク唯国民
ヲシテー人モ多ク学問二志サシムルニ在 リ」(西村
茂樹1号)
「西洋」つま り 「洋」を冠した語が この時期にな
ると学術用語だけでな く,一般の語 にも多 く見 ら
れ るようになる。 ローマ字を 「洋字」 とい,西 洋
からの輸入書を 「洋書」 という。
◆演繹
「学者臭 ク演繹ダ ノ天文ダ ノト云ハス トモ知 レ
タコトデ併シ其処ニハ色々ナ関係力有 ッテソウ御







うが出て くる。ただし 「帰納」 に対応する用例は

















二昇 リ内閣二座シ屹然 トシテ国家 ノ柱石 ト為 リ」
(津田真道 「政論」12号)
中国で古 く,部屋の名,役 所の名,官 名に用い
























は,中 国の古籍 『国語』『「管子』な どに見 える。





国債 元金 銀行 月給 歳入 歳出
紙幣 造幣 出資 消費 貯金 抵当
納税 輸出 流通 廉価/権利 権力
国権 主権 人権 民権 回教 海軍
管理 家系 制圧 制限 規定 義務
巡査 教会 協同 言語 公共 公布
事件 視察 社会 集合 衆論 私立



















「明治六年ニテハ又輸入 ノ数輸出ヨ リ多キコ ト
概略七百万円ナ リト云 フ之二加 フルニ院省使府県
並二平民雇フ外国教師 ノ給料概スルニニ百万円国








「もとで」から 「もときん」,そ して 「ガンキン
(元金)」へ。この訓読(和 語)か ら音読(漢 語)
への読み替えによる漢語の造語法は,たとえば 「で
ばる(出 張る)」か ら 「出張(ひ っちょう)」への
読み替えなどにも見られ,近 代語の造語法の一形
式として活用された。




「若シ之 レヲ用ヒバ数年 ヲ歴ズシテ国債悉 ク消
除セント政府之ヲ容ルスロウ乃チ銀行 ヲ立テ社二









「代議士又歳入歳出等ヲ始 トシテ国家 ノ大事 ヲ
監督スル権 ヲ有スベシ」(津田真道 「政論」12号)















「然レ ドモ其貯金 ノ用法未 タ定 ラス今 ノ勢ニテ
ハ此貯金毎 日五十余円ヲ得ルニ由 リ・… 」(明六社
第1年 回役員改選二付演説」30号)
[貯金]を 〈金を貯える〉意で中国語には古 くか
らある。 日本語では,こ の例が早いよ うである。
踏み込んだ検討が必要である。
◆抵当
「欧米各国書入質役所の設ア リ不動産 ヲ抵 当ト
シテ金ヲ借ルニ ・… 」(津田真道 「政論」16号)
中国語では① 〈担保 ・質ぐさ〉② 〈抵抗〉の意
で古 くか らあるが,日 本語で①の用法で現れるの
は西周の 『百一新論』(前出)と,こ の 『明六雑
誌』の例が早い。
◆統計







「道路 橋梁 警察 治水堤 防 ノ諸費 ヲ民間 ヨ リ出
サ 》ルベカラズ学校建設保持 ノ法ヲ立テ其費用 ヲ
出サ Σルベカラズ」(西村茂樹 「転換説」43号)









「… ・米国 ノ制度 タル実二祭政 ヲ分裂 シ政教 ヲ
解離シ而シテ政府 ト教会 トヲ以テ各独相関セサル






「乃チ民間志気ノ振 フナ リ社会 ノ立ツナ リ」(西
周 「非学者職分論」2号)
中国語にこの[社 会]の 語は古 くか ら存在する
が 〈社の会合〉 とか 〈地域の組合〉の意の用法で
ある。今 日,現 代語 して使われているのは,福 地
源一郎が 『輿地誌略』(1875/明治5年)で 英語
〈society>の訳語 として用いてか らの意味で 〈人
間が構成する集団生活の総称〉とされる。このこ








「海陸軍制及 ヒ文部 ノ学制主 トシテ洋法二傲 ラ
ヒ工部郵便電信鉄道灯台ヲ設施 シ外務国使領事 ヲ








人主 ノ職分ナ リ」(中村正直 「西学一班」12号)
中国語では 〈幸い〉 〈幸せ〉の意で古 くからあ
る。 日本の現代語でも意味にそれほど差異はない
と思われるが,日 本語に[福 祉]が 登場するのは
明治に入ってからのようである。中村正直の訳書
『西国立志編』に見える。なお,引 用文中の 「産
業」は今 日の 「財産」に当たると思われ る。
[B-c]〈精神 ・身体 ・生産物〉の語彙
意義 意識 永遠 感化 客観 主観 自主
信教 教化 教養 功利 私見 実践 質問
私有 心性 心理 沸騰 責任 相愛 対峙
独立 認識 反対 表明 奮起 目的 本性
離婚/血液 健康 体力/印刷 印紙 生産
建築 工場 鉄道 鉄路 電機 電信 電線
電報 など
◆主観/客 観




シ必ス精二及ハス能其類二及 フ者ナ リ」(西周 「知
説」14号)
中国語 に[主 観]は 見 えず,英 語 〈subject>
の訳語 という。和製漢語 ということになる。『日本
国語大辞典』は,そ の初出を 『哲学字彙』(1881/
明治14年)と す るが,上 記の引用例で明 らかな
よ うに 『明六雑誌』 にすでに見える。 ところで,







ルハ我輩 ノ大二望ム所ナ リ」(津田真道 「学者職分
論 ノ評」2号)
中国明代の洋学書 『西学凡』(1623年)に〈天
主〉の対義語 として出て くるようであるが,そ の
後 『大美聯邦志略』(前出)には,今 日の 日本語の



































続 トシテ作 リ・… 」(津田真道「貿易権衝論」26号)
今 日の[建 築】の意味には,一 般に 「建造 ・造
営」が用いられていたよ うである。箕作院甫の訳






テ止マラズ夫 ノ電報 ノ如キ簡易 ノ文,約 略ノ語尚





維新 革新 確実 確定 完成 基礎 強力
極論 屈折 啓示 軽視 結合 欠乏 限界
広義 合計 交換 交互 合同 号令 国外
謝金 常用 書籍 神人 生育 正確 請求
成語 精算 生存 整理 説明 専権 戦時
前進 専任 全廃 染料 造成 創立 貸借
代理 治水 地方 着眼 注意 陳述 店頭
同一 統括 逃避 読者 図書 日誌 判定
派出 発熱 万有 比較 百貨 標識 風刺
侮辱 物質 防火 不服 部分 文才 文弱
平凡 弁解 編者 方向 報知 牧畜 保持
本質 無害 名簿 訳本 有害 遊戯 有職
有望 遊牧 有利 要件 要職 養老 立論




ス」(西周 「洋字 ヲ以テ国語ヲ書スル ノ論」1号)
ここで用い られている[維 新]は 「明治維新」
の意である。中国語にも[維 新]の 語があり,こ




例が ないということは 〈了解語彙〉で あって も
く使用語彙〉ではないということであろう。
◆確実
「但清人 ノ考証西洋近今確実窮理 ノ学想像 ヲ用
フルコト寡シ トス」(津田真道 「想像論」13号)
◆啓示
「コレヨリ以前ハ倫常 ノ道 ヲ講ズルコ ト経典二
拘泥シ上帝啓示 ノ明文ナキ コトハ異端 ト為シテ采
ラザ リシナ リ」(中村正直 「西学一班」11号)
〈神の啓示〉というような用法は中国語が先のよ
うである。 この語が 日本語に見えるのは中村正直











又社 ノ昌栄 ヲ祝シ兼テ諸君寛厚 ノ友待つ懇切ノ情
誼ヲ謝シ ・… 」(森有礼 「明六社第一・年回役員改選
二付演説」30号)







ノ中二風刺 ヲ寓シ時弊ヲ議諌スルコ トナ トアラバ
世 ノ益 トナルコト亦少ナカラス」(神田孝平 「国楽
ヲ振興スヘキ ノ説」18号)
◆平凡







於ル(天 地万物体質 ノ学)餐 畢士(ボ ツピス)ノ
モー ラル ス(倫 常 ノ理学)二 於ル論理精明ナ リ」
(中村正直 晒 学一班」12号)
中国語では く筋みち〉の意で古 くか ら見えるが,

















た語で,こ の語は 日本語 には初めて の語である。
([銀行][教会]な ど)二つには,以前から日本語
に入 っていても 日本語 の文 に用例のない語であ


















治 書院/佐 藤喜 代治 『国語語彙 の歴 史的研 究』
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